
解 説

ここに訳出したものは、エドマンド・スペンサー（1552�99）によるアイル

ランド植民論『アイルランドの状況管見』の一部である。これに先立つ部分は

過去に2回に分けて拙訳を発表した。（水野 2002,2004）

ここでは、先立つ2回につけた解説との重複をできるだけ避けて、この文

書全体の構想について述べておきたい。『アイルランドの状況管見』（以下『管

見』と略記）は叙述形式ではなく、二人のイングランド人、ユードクサスとア

イリニーアスによる対話形式をとっている。登場人物に古典風の名前を用いる

ことは当時の対話体の文学ではよく行われた。たとえば、リチャード・ビーコ

ンのアイルランド論『ソロンの愚行』（1594）はギリシャ七賢人のうちの二人

エピメニディーズとソロンの架空の対話である。『管見』のユードクサス

Eudoxusはeu（良い）＋doxus＜doxa（教え、名誉、意見、信仰）から判断力の

ある人を意味するようであり、アイリニーアスはその綴りIrenaeusからアイ

ルランドを示唆するようである1。アイルランドに滞在した経験をもち、その

事情に詳しいアイリニーアスが、アイルランドに不案内な読者に近い立場のユー
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ドクサスの質問に答える、という形で対話が進められる。

対話形式とも関係するのであろうが、『管見』には目次や章分けは施されて

いない。また、一人の発言は一つのパラグラフを構成し、改行は行われていな

い。拙訳では、読みやすさを考慮して適宜改行を施した。内容によって『管見』

の構成を箇条書きにするとすれば、次のようになるだろう。

1 現状（悪弊・不具合）

1.1 法

1.1.1 慣習法（対ブレホン法）、叛乱の歴史

1.1.2 成文法

1.2 慣習

1.2.1 アイルランド人の起源

1.2.2 慣習（スキタイ起源／スコットランド起源／スペイン起源／

ゴール起源／イングランド起源）

1.2.3 言語、里子制度、通婚

1.2.4 （服装）

1.2.5 その他の転覆的要因

（吟遊詩人、軽装歩兵、博打打、道化、岡、砦、集会、徴発）
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１ 二人の名前はスペンサーの造語ではない。紀元前5－4世紀にEudoxusofCnidus

という名で知られるPlatoの弟子で数学者・天文学者が、紀元前2世紀にEudoxus

ofCyzicusという名で知られる旅行家・探検家が実在している。後者Eudoxusは、

スペンサーが『管見』を書くにあたって参照した 1世紀の地理学者 Pomponius

MelaがそのDeSituOrbis『世界地誌』でしばしば言及しており、これがヒントに

なっているのかもしれない。またIrenaeusの名は紀元2世紀中ごろグノーシスを

異端として反駁した教父・司教IrenaeusofLyonに見ることができる。ただし、そ

の綴りはIreniusとされることもある。『管見』のアイリニーアスの綴りIrenaeus

は1633年にWareの編集によって『管見』が初めて出版されたときのものである

が、こちらもいくつかの写本にはIrenius（アイリーニアス）となっている。
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1.3 宗教

2 改革

2.1 準備 軍事制圧

2.2 改革

2.2.1 法

2.2.2 社会の再構造化（牧畜→農耕）

2.2.3 宗教

2.2.4 その他

全体は大きくは、イングランド人によるアイルランドの統治、というよりむ

しろ統治の不首尾の現状の原因の分析をなす第一部と、それへの対策としての

改革を論じる第二部からなっている。第一部はさらに、法、慣習、宗教に分け

て論じられ、第二部は改革を論じるに先立って、軍事制圧の必要性を説いてい

る。

スペンサーの『管見』の構成は、その背景としての当時のアイルランドの土

地利用を見ることでよりよく理解されるだろう。バトリンによれば、16世紀

のアイルランドは、土地利用の様態の点から大西洋側すなわち北部、西部とヨー

ロッパ側すなわち東部・南部に大きく分けることができるという。（Butlin148�

49）大西洋側はゲール的な氏族社会の構造を持ち、土地は氏族全体から個人に

一代限りのテニュアの形で保有させるものであった。この地域の主産業は牛と

羊の牧畜であり、夏には丘や山の草地での放牧・遊牧が行われた。土地の囲い

は施されず、耕地化は進んでおらず、都市化はさらに進んでいなかった。他方、

ヨーロッパ側はイングランドからもたらされた封建的な社会構造と、それにと

もない封建的テニュア制が浸透していた。アングロ・ノルマン系の貴族による

世襲的大土地保有が進み、牧畜に加えて耕作も盛んであったため、土地は柵や

垣根などの囲いで区分されていた。住民は定住し、村落や市場、町が発達して

いた。もちろん、この二分法は截然としたものではなく、アイルランドの東か
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ら南にかけての地域でも、ゲール的な土地利用は行われていたと考えられる。

植民地官僚でもあったスペンサーが『管見』で主張していることは、アイル

ランド的な慣習をやめさせること、土地利用を耕作中心に変えること、ゲール

的氏族制度を解体することなど、一言で言えば、アイルランドのゲール的部分

を再構造化して、政治的・文化的に脱ゲール化することなのである。そして、

そのために、まずアイルランドを軍事制圧をすることが必要だ、と説く。軍事

制圧の中には、焦土作戦による人工的飢饉さえ含まれている。19世紀中期の

ジャガイモ飢饉は天災ではなく英国政府によるジェノサイドともホロコースト

とも言われるが、それを350年もさかのぼる時期にスペンサーは同様の飢饉

を意図的に起こすことを提案しているのである。

このような強硬な文書を、あの『妖精の女王』と『アモレッティ』の詩人が

書いたことに、かつてのスペンサー研究者は驚きと戸惑いを覚え、スペンサー

研究において長らくこの文書は無視されてきた。しかし、1980年代の新歴史

主義批評の台頭にともない、従来、スペンサーの作品とされてきた韻文作品に

加えて、『管見』もまたスペンサー作品のキャノンに入れられることになった。

そして、『妖精の女王』と『管見』のインターテクスチュアルな関係も掘り起

こされ、『管見』と同時代のアイルランド関連文献の比較や影響関係の研究も

次第に充実してきている。これと同時に、従来新大陸との関係において論じら

れてきたイングランドの海外進出が、アイルランドを手近な実験場として育っ

ていったことが認識されるに従い、『管見』はスペンサー研究にも、またイン

グランド植民地主義の歴史的研究にも、また初期近代アイルランドの文化史研

究にも重要な意義を持つことになったのである。

今回訳出したのは、1.2.1アイルランド人の起源、および1.2.2慣習（スキタ

イ起源）の部分である。アイリニーアスはアイルランド人をスキタイ人、スペ

イン人、ガリア人、ブリトン人、サクソン人といった複数の祖先からの末裔と

している。現在発見されているところでは、アイルランドには中石器時代、お

よび新石器時代の遺跡があり、これらを残したのは、ケルト人渡来以前に大陸
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からスコットランドを経てアイルランドに渡来した人々だと考えられている。

この最初のアイルランド人は現代ではスキタイ人だとは考えられていない。ス

キタイ人起源説は現代の読者には突飛なものと思えるが、これはスペンサーの

創造ではなく当時の通説であった。

スキタイ人起源説の早いものとしてはネンニウスのものとされる『ブリトン

人史』（c.800）に短い記述がある。後世への影響力が大きいのはジラルドゥス・

カンブレンシスの『アイルランド地誌』（1188）第3部第3章の記述である。

スペンサーの同時代人ホリンシェッドの『年代記』（1586）に含まれる著者不

明の一章「アイルランドへの最初の居住」にもスキタイ人起源説は採られてい

る。（75�76）アイルランド人の起源をスキタイ人に求めることと、アイルラン

ド人を野蛮視することとは密接に結びついており、鶏と卵の関係のように双方

向の因果関係があると思われる。

しかし『管見』においては、スキタイ起源であることが否定的に語られるだ

けではない。アイリニーアスは遊牧やマントの着用といった「悪しき」慣習が

スキタイ起源であるとするが、ユードクサスはむしろそれらはアイルランドの

自然環境に適した生活の根本である、と抗弁するのである。このように『管見』

にはアイルランドの土地と人についての多面的な見方が示されている。たとえ

それらが、最終的には植民地化を目指した非情な脱ゲール化という結論に収斂

していくとしても、そこにいたる議論の豊かな展開はスペンサーが植民地官僚

という立場に立ちながら、アイルランドの土地・環境の力に抗いがたく作用さ

れていることを示している。

翻訳に当たって底本として用いた版は、ファクシミリ版EnglishExperience

シリーズ所収のJamesWare,ed.,TwoHistoriesofIreland（Dublin,1633）に含ま

れる AViewoftheStateofIrelandWrittendialogue-wisebetweeneEudoxusand

IrenaeusByEdmundSpenserEsq.intheyeare1596.である。その活字や句読点

をハドフィールドとメイリーがモダナイズしたブラックウェル社版（1997）、
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およびハンティントン・ライブラリー所蔵のエルズミア手稿に基づく集注版

（1949）も参照した。『管見』執筆に際してスペンサーが参照した可能性のある

書物のうち英国で出版されたものは、京都大学附属図書館所蔵のオンラインデー

タベースEarlyEnglishBooksOnlineで見ることができた。またスペンサーが

文中で言及している古典書籍の本文になるべくあたるように努めたが、探しき

れないものもあった。古典語による文献に関しては、京都大学名誉教授の六反

田収先生から多くを教示して頂いた。なお、訳文に付した注の中で、（Ware）

は1633年初版におけるWareに、（V.）は集注版（1949）に、（Hadfield）はブラッ

クウェル社版による情報であることを示す。

エドマンド・スペンサー『アイルランドの状況管見』� 承前

ユードクサス ここまでで法律における矛盾を筋道立てて扱ってきたから、次

に第二部へと入っていこう2。僕の記憶では、慣習の弊害のはずだったね。こ

の話題では君は眼前にひろびろと開けた野を持っているようだから、そこで存

分に話を広げてアイルランド人の慣習の起源と思しき古えの楽しい昔話を語っ

てくれるだろうね。

アイリニーアス まさに、ユードクサス、君の言うとおり。実はこれまで僕は

しばしばアイルランド人の慣習に注目し、また本で読んだことと比較してみた

のだが、それらは、そういった慣習じたいの由来や古代のアイルランド人のこ

とをたっぷりと話す機会を与えてくれるだろう。アイルランド人は世界のこの

西端のあたりに住む誰よりも古い民族だと僕は本気で思っているのだ。だから、

もし誰か確かな判断力と十分な読書量のある人の手で扱われれば、きっと大変

楽しくてためになるものになるはずだ3。しかし、それはまた次に僕らが会っ
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２ 二人の登場人物はときとして全体の組み立てを知っているような発言をする。

３ 歴史を「楽しい」（pleasant）もの、とするのは当時の物語のタイトルなどによく �
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たときにもっと詳しく扱うことにしよう4。ここではただ、アイルランドのよ

き統治を阻害し、それに逆行すると思われるアイルランド人の慣習に触れるだ

けにしておこう。

ユードクサス では君の思うように話してくれ。そうしてくれれば、また別の

機会にゆっくり話してくれるという、それを楽しみにして今は好奇心を抑えて

おくこともできるから。

アイリニーアス アイルランド人の慣習を論じる前に、彼らの起源は何なのか

を考えておく必要がある。というのも、アイルランド人の間に存在する慣習の

いくつかは、現在アイルランド人と呼ばれる連中の起源となったいくつかの民

族の風習に由来し、人々とともにもたらされて、それ以来アイルランドに定着

しているのだから。というのも、アイルランドは今のように単一の民族の住む

土地ではなくて、異なる性質と風習をもつさまざまの民族の住む土地だったの

だ。しかしアイルランドを最初に自分たちのものにしてそこに定住したのは、

おそらくスキタイ人 だと思われる5。

ユードクサス ではなぜ、アイルランド人たちは、自分たちの起源をスペイン
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�見られる。例えば、紀元前1世紀のDiodorusSiculusのBibliothecaHistorica『歴史

叢書』（c60BC�30BC）の英訳が16世紀に出たときには、次のようなタイトルが付

されている。ArightenobleandpleasanthistoryofthesuccessorsofAlexandersurnamed

theGreat,takenoutofDiodorusSiculus....書物は楽しませつつ教訓を与えるもので

あるべきだ、とする思想（・utileetdolce・としばしば表現される）は、Horatiusの

ArsPoeticaに遡ることができるが、PhilipSidneyのAnApologyforPoetry『詩の弁護』

（1595）においても採用されている。（101�103）

４ この約束は、作品の結末でも繰り返されるが、スペンサーの手でそのような書物

が出版されることはなかった。（Hadfield）

５ スキタイ人は前6－前3世紀ごろ黒海北岸の草原地帯に強大な遊牧国家を建設し

たイラン系の遊牧民族とされ、前5世紀のヘロドトスを始めとして古代以来、多

くの地理学者や歴史学者に蛮族として記述されている。アイリニーアスは彼らを北

方民族の一つとしているが、むしろヨーロッパ南東部から西アジアの民族というべ

きであろう。
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人のガセラスだと言っているのだ？6

アイリニーアス 確かにアイルランド人たちはそう言っているが、（僕の考え

では）何の根拠もないね。だって、もし連中が信じたがるように、スペインか

らアイルランドへそれほどはっきりした植民があったとしたら、またもし、ス

ペイン人ガセラスによってそのような有名な征服がこの王国にたいして行われ

たのなら、スペインの年代記そのものが（スペインが現代と同様当時も年代記

ができるほど誇り高かったとすればの話だが）これほど重要な領土のスペイン

人による征服という、そんな重大な事件の記述を省略したはずがない、と考え

るのが自然だ。インディアスを征服したことを記憶にとどめるのを怠るはずが

ないのと同様にね。とりわけスペイン人によるアイルランド征服が起こったと

される時代は、ローマ人の支配下で学問と書き物が栄えた時代に今よりもっと

近かったのだから、なおさらだ。でもアイルランド人がガセラスを先祖だと主

張するのは、こちらの愚かなイングランド人がブルータス神話を信じているの

と同じなのだ7。イングランド人はブルータスがイングランドを最初に征服し

て住み着いた、とでっち上げて言っているが、そもそもスペイン人ガセラスが
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６ Gathelusは伝説ではギリシャ人であり、エジプトのファラオの娘Scotaと結婚し

てスペイン経由でアイルランドに渡来したとされる。これを記述しているものの一

つであるHectorBoeceのScotorumhistoriae『スコットランド史』（1527）は、John

Bellendenによりスコットランド語訳され、Heirbeginnisthehistoryandcroniklisof

Scotland（1536）として出版されている。また、HolinshedのChronicles『年代記』

の一章「アイルランドへの最初の居住」（Boeceを参照している）においてもアイ

ルランドへのGathelusの到来が語られている。（76）

７ トロイの勇士でローマの建設者Aeneasの子孫Brutusがイングランドに渡り、のち

にロンドンとなるTrinovantum（Troynovant）を建設、その後のイングランド王家

の祖となった、という神話は、9世紀のNennius、12世紀のGeoffreyofMonmouth

によるHistoriaRegumBritanniae『ブリタンニア諸王史』（c.1136）で主張されて

いる。PolydoreVergil（1470�1555）はHistoriaAnglica『イングランド史』（1534）

でその真実性を否定したが、JohnLelandをはじめとするBrutus説擁護論者が多く、

Holinshedの『年代記』においても Brutus説がとられている。WilliamCamden�
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実在したということなど証明できないのと同じく、イングランドのブルータス

などという人物が実在したということは証明不可能だ。

でも、（さっき僕が言った）スキタイ人は間違いなく、北方民族がキリスト

教圏を席巻した時代に大陸の海岸線まで来て、そこで海の向こうの国々がある

かと尋ね、このアイルランドという国のことを聞くに及んで、手ごろな海運の

便を見つけて、そこへとわたり、現在アルスターと呼ばれるアイルランド北部

に到達してまずそこに定住し、後に人口増加にともなって内陸部へと勢力を伸

ばして行き、島全体を自分たちの名にちなんでスクッテンランドと名づけた、

それが略してスクットランド、あるいはスコットランドと呼ばれているのだ8。

ユードクサス アイリニーアス、君の話は的外れではないだろうか。だって、

今はアイルランドの話をしているところなのに、君ときたらスコットランドの

起源を暴いて見せている。が、それとこれとは何の関係があるというのだ？

アイリニーアス それが大ありなのだ。だって、スコットランドとアイルラン

ドは一つのものなのだから9。

ユードクサス ますます話が変になってきた。だって、スコットランドとアイ
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�（1551�1623）はBritannia『ブリタンニア』（1586）で、Geoffrey以前は誰もその

ようなことに言及していないとして、疑義を呈している。（V.）

スペンサーもここではアイリニーアスの口を借りてBrutus神話への疑義を示し

ているが、『管見』より数年早く執筆され、1590年に出版されたTheFaerieQueene

1�3巻中、第2巻第10歌においてはアーサーが読む祖先の歴史にBrutus神話を採

用している。Wareは43ページ末のユードクサスの発言から45ページ3行目の

（さっき僕が言った）までの部分を削除すべきである、と注に記している。

８ アイリニーアスがしばしばスコットランド人に言及し、スコットランドとアイル

ランドのつながりを強調するのは、当時スコットランドがアイルランドに介入して

いた事実にスペンサーが関心を抱いていたことの証左である。（Hadfield）

９ IsidoreofSeville（560�636）はそのEtymologiarumsiveOriginumLibriXX『語源

のあるいは起源の書二十巻』において、「スコティア、別名ヒベルニア、はブリタ

ニアのすぐ隣の島で」・ScotiaidemetHiberniaproximaBrittaniaeinsula・（XIV,vi,6）

と述べている。
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ルランドは大海で隔てられていることぐらい、誰でも知っているよ。それとも、

スコットランドが二つあるとでも？

アイリニーアス スコットランドが二つあるのではなく、（ビュキャナン10を

読めば分かるように）二種類のスコット人があるのだ。一つはエリン、すなわ

ちアイルランドのスコット人で、今一つはアルビン11のスコット人だ。という

のは、それらのスコット人はスキタイ人で、さっき僕が言ったように、アイル

ランド北部に到来したのだが、その後彼らの一部が、そこから現在スコットラ

ンドと呼ばれる至近のアルビンの海岸へ渡って行き、（いろいろ苦労の末）そ

こを領有し、自分たちの名前にちなんでスコットランドと命名したわけだ。し

かし時がたつにつれ、（よくあることだが）軒先貸して母屋取られる、になっ

た。というのは、アイルランドのスコット人はスコットという名前を捨てて、

ただアイリッシュと呼ばれるようになり、一方アルビンのスコット人はアルビ

ンの名を捨ててただスコット人と呼ばれるようになったのだ。だから、著述家

の中に、アイルランドを大スコシアを呼び、今スコットランドと呼ばれるとこ

ろを小スコシアと呼ぶ人があるのは、そういう事情によるのだ。

ユードクサス なるほどそれで君が二種類のスコット人と二種類のスコットラ

ンドを区別するわけが分かったよ。現在アイルランドと呼ばれるところは古く
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10 GeorgeBuchanan（1502�82）スコットランドの歴史家、人文学者。DeJureRegni

apudScotos『スコットランド王権論』（1579）および RerumScoticarumHistoria

『スコットランド史』（1582）において、絶対王政に反論し、Monarchomachs（暴君

と戦う者）の一人に数えられる。ここでアイリニーアスが言及しているのは「当初、

前者はアイルランドのスコット人、後者はアルビンのスコット人と呼ばれていた」

・initiocoeperealteriScotiIerni,alteriScotiAlbinivocari・（RerumScoticarumHistoria,

II,fol.19v）.スペンサーは『管見』においてビュキャナンに多くを負っている。

11 AlbinあるいはAlbynは現在のスコットランドを意味する。ゲール語で「世界、

土地」などを意味し、元来ブリテン島全体を指す言葉であって、ローマ人が石灰質

の南海岸にちなんで「白い土地」を意味するAlbionと解釈した。10世紀ごろAlbin

はピクト人とスコット人の土地、すなわちブリテン島北部を指すようになった。
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はエリンと呼ばれ、後に何人かによってスコットランドとも書かれるようになっ

たこと、また逆に、現在スコットランドと呼ばれるところはかつてスキタイ人

の到来以前はアルビンと呼ばれていたこともね。ところで、アイルランドの北

部以外のところにはどんな民族が住んでいたのかな。

アイリニーアス スキタイ人がアイルランド北部に植民してからのち、（いや

それ以前からかもしれない、というのは、誰も知らないような昔のことについ

て、その時期の確かさなどとても保障できないから）スペインから別の民族が

アイルランド西部にやってきた。そしてそこが未開で人口もまばらなのを見て、

領有した。かれらが生粋のスペイン人なのか、ガリア人なのか、アフリカ人な

のか、ゴート人なのか、それともキリスト教圏を席巻した北方民族の一つであっ

たのか、それは確かめられず、ただの推測をいくつか集めることができるだけ

だ。ただ、彼らがスペインからやってきたことだけは、全てのアイルランドの

年代記12が一致している点だ。

ユードクサス アイリニーアス、君はまたずいぶんと大胆に古代史に踏み込ん

でいるし、まったく途方もない作り話であるアイルランドの年代記をあまりに

信じすぎているよ。そんなところから君は、その始まりも定住の記録も残って

いないような古い民族の起源を取り出して見せようとしているわけだ。なにし

ろまだ文字が用いられず、年を経て擦り切れた伝統と、人を喜ばせたり怒らせ

たりするためなら何でも思うままに捏造したり歪曲したりしたバルドたち13の
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12 ここでスペンサーが何という年代記を念頭においているのかは不明。

13 bard：ケルト語で「吟誦詩人」を指す言葉。本来は「声を高くするもの」の意。

職業的訓練を受けた世襲制の詩人であるフィリより地位は低い。フィリの職務は讃

歌と呪いの詩（アイル）を作ることであった。（『ケルト事典』）スペンサーを含む

イングランド人によって、この二つは混同されている。OEDにおいてbardに与え

られている定義や用例も、フィリの意味を含んでいる：1.AnancientCelticorderof

minstrel-poets,whoseprimaryfunctionappearstohavebeentocomposeandsing（usu-

allytotheharp）versescelebratingtheachievementsofchiefsandwarriors,and�
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記憶しかない時代のことだよ。

アイリニーアス 確かにそうだと言われれば認めざるを得ない、しかし、君が

思うほど信じこんでいるわけでもないさ。確かに僕はバルドたちやアイルラン

ドの年代記に頼っている。ただ、当のアイルランド人たちは学問的なことや深

い判断力について知らないために、バルドや年代記を常に信じて正当だという

が、僕はそこに自分自身の読書知識を加えているのだ14。そしてその両方を合

わせて、時代の違いや風俗習慣の違いを比較し、言葉や物の名前、生来の性質、

しきたり、祭式や儀礼の類似、教会や墳墓の遺跡、そしてその他さまざまな事

情を勘案して、真実らしいことを推測する。時代、言語、遺跡、といった事柄

を比較せずに何かを断定することはせず、ものごとの蓋然性を見出しているの

だ。それを信じようと拒否しようと、それは君の判断にまかせるけどね。しか

しながら、これらのことを述べている古代の作家もいれば、これらと現在の時

代、経験、そして自らの理性とを比較して過去のいわば目に見えぬことどもに

大いなる光を投げかける現代の作家もいる。たとえば、古代ではカエサル、ス

トラボン、タキトゥス、プトレマイオス、プリニウス、ポンポニウス・メラ、

そしてベロススなど15。現代ではヴィンセンティウス、アエネアス・シルウィ
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�whocommittedtoversehistoricalandtraditionalfacts,religiousprecepts,laws,gene-

alogies,etc.Stillthewordfor・poet・inmodernCelticlanguage;andinWelshspec.A

poetorversifierwhohasbeenrecognizedattheEisteddfod.（OED）

Henry8世時代に、アイルランド評議会はバルドやアイルランドの年代記の記述

を史料として採用することを拒否した。（StatePapers,HenryVIII3.479） このほか、

Buchanan、Stanyhurst、Richらバルドやアイルランドの年代記の真実を疑う著述家

が多い中で、Spenserはアイリニーアスの口を借りてバルドの価値を擁護している。

（V.）

14 このことはSpenserが著作中でアイルランド語文献を用いたことを示唆する。

（Hadfield）しかし、それらが具体的に示されることはなく、どこまでアイリニー

アスの発言をスペンサー自身の方法としてよいかは疑問の残るところである。

15 GaiusJuliusCaesar（100BC�44BC）は58BC�51BCにかけてのガリア遠征の記録 �
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ウス、ルイドゥス、ビュキャナン16など。ビュキャナンは彼自身がアイルラン

ド系スコットランド人かピクト人の生まれで、学識もすこぶる高く、根気よく

自らの民族の起源に関する事柄すべての真実を追求して、古代人の証言を正確

に記述し、またそれとともに自らの意見を合理的に記している。まあことによっ

ては、潤色しているときもあるけどね。それに、バルドや年代記作者たちも、

聞き手を喜ばせようとするあまり、そして芸術や純粋な学問を知らないために、
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� CommentariideBelloGallico『ガリア戦記』においてガリア人の風習を記述してい

る。Strabo（c.63BC�c.23BC）はギリシアの地理学者、歴史家。ヨーロッパ、イン

ド、アラビア、北アフリカを扱ったGeographikon『地誌』がある。CorneliusTacitus

（c.56�c.120）はローマの歴史家、雄弁家。民族大移動以前のゲルマン民族につい

て記したGermania『ゲルマニア』（98）、ローマ帝国初代皇帝アウグストゥスの死

（14）からネロの死（68）までを描く Annales『年代記』がある。Claudius

Ptolemaeus（2世紀）はアレクサンドリアの地理学者。Almagest『天文学大全』で

天動説を唱え、Geographia『地理学』での世界地図と併せその後の世界観に影響を

与えた。GaiusPliniusSecundus（23�79）はローマの総督をつとめるかたわら地理、

天文、各地の住民、動植物、鉱物などあらゆる事象に関する 37巻の Naturalis

Historia『博物誌』（c.77）を著した。PomponiusMela（1世紀）の Desituorbis

『世界地理』3巻は1493年に初めて印刷され、1585年にArthurGoldingの英訳が出

版されている。Berossus（前4－3世紀）はバビロニアの神官、天文学者。その著

Babyloniaca『バビロニア史』（前3世紀初）は失われたが、多くの作家に引用され、

1601年にRichardLynchによる部分訳TheTravelsofNoahintoEuropeが出版され

ている。

16 VincentofBeauvais（VincentiusBellovacensis）（c.1190�1264?）フランシスコ会

修道士でそのSpeculumMaius『大鏡』は自然、教義、歴史の三分野にまたがる百

科事典として中世で用いられた。AeneasSylviusPiccolomini（1405�64）はローマ

教皇Pius2世（1458�64）となり、自伝でもあるCommentari『注釈』が1584年に

出版されている。Epistles『書簡集』には歴史記述が含まれ、特にボヘミア史が重

要とされる。HumphreyLlwyd（1527�68）はウェイルズの医師、好古家で、フラン

ドルの地理学者Orteliusとも親交があり、DeMonaDruidumInsula『ドルイドの島

モーナ』（1568）、CommentarioliDescriptionisBritannicaeFragmentum『ブリテン誌

断片』（1572、英訳1573）などがある。Buchananは注10を見よ。
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これらの行17の真実を隠してしまっているが、それらの行には真の古代の痕跡

が形を変えつつもあらわれていて、目の利く人ならおそらくその覆いをとって

見出すことができるだろう。

ユードクサス そんなものにいったいどうして真実が含まれているだろうか、

アイルランドに最初に住んだ古代の民族は、ことの真相を書き残すための文字

をまったく持たず、ましてや学問など皆無であったというのに。それにそのバ

ルドたちにしても、最初の民族の時代から何百年もたってから現れたとすれば、

過去の時代の事績など知るよしもないし、自分たちの無学な頭からひねり出す

こと以外、何も確かなことを伝えられるはずがないだろう。

アイリニーアス カエサルも書いているが、バルドたちは何一つ確かな真実を

伝えてはいないし18、伝統的に受け入れられている古代のことで確かにつかめ

ることなど何一つない。なにしろ人間はことごとく嘘つきだし、多くの人間は

嘘をつきたいと思ったら嘘をつくからね。でも文字に残されたアイルランドの

年代記の古代の部分に関しては、それを正当化するわけではないが、その中に

は真実を語っているものもあるということを示すために一言言わせてもらいた

い。というのは、君はアイルランド人はずっと文字など持たなかったと言って

いるが、その点は大きな間違いなのだ。というのは、アイルランドは大昔から、

しかもイングランドよりずっと昔から文字を使用していたということは間違い

ないからだ。
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17 ここでアイリニーアスは何らかの年代記の書物を開いて、その行を指差している、

とも考えられる。もしそうなら、スペンサーがこの原稿を書きつつ、手許に年

代記を開いていたと考えられる。

18 カエサルの注釈［『ガリア戦記』］にはこれにあたる記述がなく、代りに僧侶であ

り哲学者（プリニウスのいう賢者）でもあるドルイドに関する記述が多くある。

（Ware）DeBelloGallicoの第6巻13－15節にガリア人の間で尊敬される階級とし

て、騎士と僧侶、とある。これにあたる記述は Buchanan,Rerum Scoticarum

Historia,II,f.12vに見られる。
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ユードクサス そんなことがありえようか？ そんなに古い時代に学問があっ

たのだとすれば、現在の彼らがこんなに無学であるのはなぜなんだ？というの

は詩人いわく、学問は「物腰ヲ和ラゲ、野蛮ニナルヲ許サズ」19。それなら

（言ってくれ）いったい彼らがどこから文字を手に入れたのか？

アイリニーアス それは答えられない。というのは、彼らが最初にアイルラン

ドに到来したときかその後に文字を持つ他民族と交易して文字を学んだのか、

自分たちで文字を生み出したのかは大いに疑問なのだ。ただ、彼らが非常に古

くから文字を持っていたことだけは疑いを入れない。というのは、イングラン

ドのサクソン人たちはアイルランド人から文字も、学問も、学者も輸入したと

言われているし、文字の類似からもそれは真実らしく思われる。というのは、

サクソン人の文字はアイルランド語の文字とおなじだからね20。

さて、スキタイ人だが、（僕の知る限り）彼らは古来文字など持ったことは

なかった。だから、アイルランド人はスペインからやってきた民族から文字を

取り入れたと思われる。というのは、スペインでは（ストラボンが書いている

ように21）古代から文字が用いられているからだ。それはフェニキア人のもた

らしたものかもしれず、スペインに足場を持っていた（ストラボンによればそ

うらしいのだが）ペルシャ人のもたらしたものかもしれず、はたまた、マルセ

イユからとりいれたのかもしれない。マルセイユにはかつてギリシャ人が居住
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19 PubliusOvidiusNaso（43BC�17AD）,EpistolaeexPonto,2.9.48.（V.）『管見』には

文学的な比喩や修辞的文飾は多く見られるがラテン語の引用は非常に少ない。この

ことは、この作品が想定しているのが、著者の学問や高尚な教養には関心のない読

者であるということを示唆している。（Hadfield）

20 Camdenはアングロサクソンの文字はアイルランドからもたらされたとしている

が（V.）、これは初期ケルト人のオアム文字ではなく、キリスト教化されたのちの

文字が学僧などによってイングランドにもたらされたことをさしていると考えられ

る。

21 Strabo,Geographikon,III,I,6.（V.）
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しておりギリシャ人からギリシャ文字をとりいれたと言われている22。そして

ガリア人がまずマルセイユ人からギリシャ文字を学び、交易と私的な商売の促

進のために用いたといわれる。というのは、ガリア人は（多くの古代の信頼の置

ける書き手によってはっきりと証明されていることだが）最初スペインの海岸全体

に居住しており、その範囲はカレス［カディス］、そして［ジブラルタル］海峡

の口にまでおよび、またイタリアの大部分にも居住していた。このことは、ス

ペインのいくつかの港や都市の名、たとえばポルトガリア、ガリシア、ガルドゥ

ヌム23がガリアに因んでいることや、そこに居住しているいくつかの民族が自

分たちの名前 レグニ、プレサマルキ、タマリ、シネリその他もろもろの名

前 をガリア人から受けていることからもそう思われる。ポンポニウス・メ

ラが 彼自身スペイン人だった それらの民族の先祖はフランスのケルト

族だったと言っている。そうなると、スペインからアイルランドに渡ってきた

のは、古くはガリア人であったことになるし、かれらがスペインで学んだ文字

をアイルランドに最初に持ち込んだ、ということになる。またこの文字は棘と

アクセントを特徴とするという点で古代のフェニキア文字に似ているという人

もある24。しかしこの点をさらに調べるには、この短い対話などよりずっと長

い論のための場所が必要だ25。

ユードクサス 確かに君は証明不能だと僕が思っていたことも大いに可能だと

示してくれた。しかし、君が今言った、アイルランドはガリア人に居住されて

いたというのは、いよいよ奇怪に思えてくる。だって、あらゆる年代記が、西
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22 地中海岸のマルセイユは前600年ごろギリシャ系のPhocaea人によって作られた

都市Massaliaに始まり、ローマ帝国の衰退に伴いガリア人の都市となった。

23 ガルドゥヌムが現在のどこを指すかは不明。

24 ゲール語を表す文字につける記号として、字の上に点をつける有気音記号シェ―

ヴュと、アクセント記号に似た長音記号ファダがある。

25 ここでのアイリニーアスの議論はBuchanan,RerumScoticarumHistoria,II,f.15r

から採られている。（V.）
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部と南部はスペイン人が居住していたと伝えているし、コルネリウス・タキトゥ

スもそのこと、君が打倒して虚偽を立証せずにはおかないまさにそのことを強

力に肯定しているのだからね26。思い直して君の自説を撤回したらどうだ。

アイリニーアス そのどちらも正しくない。というのは、アイルランドの年代

記は（先ほども言ったように）学問のない人々によって書かれたもので、彼ら

の目に真実と見えることに従って書くと、材料では誤りがなくても、状況にお

いて誤っているものなのだ。というのは、（年代記作者たちは民族の違いをしっ

かり調べなかったから）スペインから来た人々をスペイン人だと思ってそう呼

んだのだが、その土台はそれでも正しく確かなものだ。しかし、彼らは無知か

らその土台を偽ったり、虚栄心から（というのは、彼らは無知だと思われたく

ないために）自分たち自身の古い過去についていろいろな作り話を作ったり膨

らませたりする27。それを馬鹿者どもに教え、本当のことだと思わせるのだ。

たとえば、まず、ケクロプス28ともアルゴスとも呼ばれる王の息子であるガセ

ラスが、エジプト王の娘と結婚し、そこから彼女と共に船でスペインへ渡って、

そこに定住した、という話。それから、ネメドゥスとその息子たちがスキティ

アからやってきて、アイルランドに定住し、そこで250年間暮らしたのち、

当時アイルランドに住んでいた巨人たちに征服され、完全に追放され、その後

200年して、スキタイ人であるデラという人物の息子たちが、再びスキティア
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26 Tacitusはローマによるブリテン島征服で活躍した岳父Agricolaの伝記Agricola

（c.96）においてスペイン人がブリテンの南西部に移住した、とし、Buchananは

Tacitusに言及しつつスペイン人がアイルランドに移住した、としている。これを

スペンサーが併せて、スペイン人がアイルランドの南西部に移住した、としてその

根拠をTacitusにしている。（V.）

27 このあとにあげられる種々の伝説は HectorBoeceによる創作とみられ、

HolinshedのChroniclesにも採用されているが（注6参照）、BuchananとCamden

には否定されている。（V.）

28 アテナイの伝説的建設者でアッティカの初代の王。上半身は人間、下半身は蛇ま

たは龍とされる。
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から到来し、アイルランド全体を我が物とし、その中の末子スラニウスが結局

君主となったという話。最後に、スキタイ人からアイルランドを獲ってそこに

スペイン人を住まわせたスペイン王のミレジウスの4人の息子のうち、もっ

とも若いヒベルスの名に因んでここをヒベルニアと名づけたという話。こういっ

たことはすべて本当は作り話で、いかにも後世のことわざに言う「アイルラン

ドらしい嘘29」だ。というのは、ミレジアスという名のスペイン王などいたこ

とがないし、人々がそう思いたがるような、彼の息子たちによる植民地で存在

が証明されうるものもないからだ。それでも、これらの話の背後に、真実が隠

れているのがある意味わかるだろう。というのは、アイルランドに住んでいた

スキタイ人のことを、人々はスペイン人と呼び、スペイン人として話すが、そ

のことのために、スキタイ人とスペイン人の両方がいたように見えてしまう。

しかし、アイルランド人がいたく好むように、彼らがほんとうにスペイン人だっ

たのかどうか、証明の方法などないのだ30。

ユードクサス それなら、アイルランド人たちがそんなにスペイン人起源だと

いいたがるのはなぜなのか、古のガリア人のほうがスペイン人より古く、また

名誉ある民族なのに。

アイリニーアス まさに新奇なものに飛びつく心性と虚栄心によるものだ。と

いうのは、アイルランド人がスペイン人に起源するといいたがるのは、スペイ

ン人のことを非常に名誉ある民族だと考えており、また隣同士の間柄だからな

のだ。しかし、こういったことはすべてまったく空疎なことだ。というのは、
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29 Milesianlyesという表現を用いている。Milesianをアイルランドの、というおど

けた意味で用いているのはOEDによればスペンサーのこの用例が最初である。

30 アイリニーアスは、アイルランド人をブリテンの一民族としてスコットランド人

と関係付けようとし、アイルランド人とスペイン人を結び付けようとするすべての

論に反駁する。彼の意図は、アルマダ海戦後の時代にあっては、また1590年代の

自らの叛乱をイングランドの支配に対するカトリック側からの聖戦と位置付けよう

というアイルランド人の試みに照らして、明らかである。（Hadfield）
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現在あるスペイン人、あるいは現在スペインに居住する民族からは、アイルラ

ンド人が自らのルーツを証明することはできないし、また、できたとしても彼

らにとってあまり名誉なことはなさそうだ。というのは、現在のスペイン人は、

スペインにいる彼ら自身と同じぐらい無礼で野蛮な民族に由来しているからだ。

時代の流れから推測すると、また彼ら自身の歴史を見るとわかることだが、

（スペイン人自身も色々努力して自分たちを高貴なものと見せようとしている

が）、現在のスペイン人には、古えのスペイン人の血など一滴も残っていない

のさ。というのは、スペイン全土は、最初にローマ人に征服され、ローマから

来た植民者でいっぱいになった。彼らがどんどん増えて、先住のスペイン人は

どんどん倒されていった。その後、カルタゴ人が長いポエニ戦争で31（スペイ

ン全土を劫略し、最終的に完全にカルタゴのものとし、）恐らくローマ人に割

り当てられていたものすべてを根こそぎ奪ったのだ。そして、結局はローマ人

が再びスペインの国土を奪回して、ハンニバルをたたき出し、親カルタゴ勢力

をすっかり撲滅したのだ。こういうわけでローマとカルタゴの勢力の間でもみ

くちゃにされて、もともとのスペイン人など殆どなくなり、全土はローマ人の

住むところとなった。こういった争いの嵐がやっとおさまり、長い年月が経っ

た後、これまで以上に恐ろしい新たな嵐がまたおこってスペイン全土を巻き込

み、すべてをとことん混乱に陥れた。すなわち、ゴート族、フン族、そしてヴァ

ンダル族だ32。そして、最後にスキタイ人のあらゆる民族が山崩れのようにス
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31 PunicWars（ポエニ戦争）。ポエニとは、ローマ人がカルタゴ人を呼んだ名前。

前後3回（264�41BC,218�01BC,149�46BC）。

32 ゲルマン系のゴート族のうち東ゴート族は5世紀後半にイタリアに侵入、王国

を建てるが6世紀中庸に東ローマ帝国によって滅亡。西ゴート族は4世紀末にイ

タリアに侵入し、5世紀にイベリア半島に王国を建てるが、8世紀初頭にイスラム

教徒によって滅亡。フン族は匈奴と関連づけられることもあるトルコ系の騎馬遊牧

民族で、4世紀後半にヨーロッパに侵入してゴート族を圧迫し、ゲルマン民族大移

動の原因となる。ゲルマン系のヴァンダル族は5世紀前半にガリア、スペインに

侵入し、北アフリカに王国を建てるが、6世紀中葉に東ローマ帝国により滅亡。
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ペインに流れ込み、土着の人々はもちろん、そう、ローマ人のうちで残ってい

たものもことごとく覆いつくし洗い流してしまったのだ。これらの北方民族た

ちは、スペインの土地の質や、気候のひどい熱さが北方の自然条件とはまった

く異なるのを見てこの国を好まず、そこからさらに移動を続けてキリスト教圏

の全ての国々へと広がっていったのだ。だからキリスト教国の中に、彼ら3

民族のどれかにすべて支配されているものはないにしろ、人口の幾分かが北方

民族ではない国はない。しかも、これらのさらに後から、ムーア人やバーバリー

人がアフリカから突如進出し、最終的にスペイン全土を、というかそのほとん

どを取り、わずかでも残っているものは何でもその異教の足の下に踏みにじっ

たのだ。その後、彼らはアラゴン家のフェルディナンドと后のエリザベス33に

よって追放されたものの、完全に払拭されたとは言えず、それまでの長年にわ

たって結んだ婚姻の絆やその地の人々との交際によって、純粋なスペイン人の

血など一滴も残らないようにしたのだ。その血にローマ人やスキタイ人の血が

残っていないのと同様に。だから、（僕の推測では）天の下のすべての民族の

うちでスペイン人がもっとも混血の度合いが高く、また素性が怪しいと思う。

したがって、アイルランド人が自分たちの祖先を、どこの馬の骨とも牛の骨と

も知れないスペイン人だといいなすことで高貴になった気になっているのはまっ

たく愚かというものだ。

ユードクサス スペイン人はこの世で唯一勇敢な民族だと言う人もあるのに、

また君のスペイン人のこき下ろし方ときたらずいぶん手ひどいものだな。

アイリニーアス たしかに、スペイン人は勇敢だし、そのことで僕はスペイン

人に難癖はつけないよ。というのは、スペイン人が混血人種だという点、それ

も決して難点じゃない。というのは、今日のキリスト教圏、いやその外でも、

混血して他民族と交じり合っていない民族なんかないからね。というのは、あ
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33 Isabella（イザベラ）の誤りであるが、16世紀にはElizabethとIsabellaは交換可

能であった。（V.）
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あいった北方の異教の民族をキリスト教圏に来させて、キリスト教を受け入れ

るようにし、また互いに離れた民族を奇跡的に混ぜ合わせて、全人類をいわば

一つの血、一つの親族にし、互いが互いを知り合うようにする、というのが、

神の驚くべき摂理であり、神の知恵の驚くべき目的だったのだから34。

ユードクサス そう考えればアイルランド人の名誉も傷つけなくてすむ。とい

うのは、アイルランド人自身がどんなに愚かしくスペイン人起源のふりをして

も、君はアイルランド人の祖先を世界で最も偉大で古い二つの民族だとしてい

るからね。というのも、スキタイ人もガリア人もこの世に現れたもっとも強力

な二つの民族だから。ところで、アイルランドにはスキタイ人のものに加えて

ガリア人の痕跡、名前や遺跡などはあるのだろうか。

アイリニーアス もちろんだ。ガリアの言葉がたくさん残っていて、普通の会

話に日々用いられているよ。

ユードクサス ガリア語とはどういうものなのか、そして、今でもガリア語の

一部でも話す民族はあるのか？

アイリニーアス ガリア語はブリトン語そのもので、ここブリテン全土でサク

ソン人が到来する前に非常に広く用いられていた言語なのだ。そして今でもウェー

ルズ人、コーンウォール人、そしてフランスのブルターニュ人に用いられてい

る。もちろん、時が全てを変化させ、周辺諸民族との交易や交渉がそれぞれの

方言を大きく変えたけれども。しかし、本来の単語は同じであったように思わ

れる。それはキャムデンとビュキャナンを読む人にはおおよそわかるだろう。

それに加えて、港、岡、町や城などでいまでもガリア人に由来する名前を持っ

ている場所がたくさんあって、ビュキャナンはスコットランドだけで500箇

所を数えている。僕もアイルランドにメナピー族、カウシー族、ヴェンティー
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34 中世にアイルランドに定住したイングランド人の子孫がアイルランド人と結婚に

よりアイルランド化することを、イングランド政府は法によって禁止しようとした

が、このことについてスペンサーは何も言及していない。
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族その他のガリア人に因んだ地名を500近く数えることができるよ35。こういっ

たことから、また（この短い対話ではとても展開できないが）その他の理にか

なった蓋然性、可能性のあることどもからみて、アイルランドの主たる住民は

ガリア人であって、アイルランドへはまずスペインから、次にタナイス36河畔

から渡ってきたのだと思われる。それはタナイス河畔にゴート族、フン族、ジュー

ト族が定住したためだが、（何人かの人がいうように）これらの民族もまた古

いガリア人なのだ37。そして、最後にガリア本土から、ベルギアとケルティ

カ38の海岸一帯を発ってアイルランドの南海岸一帯へと渡り、そのあたりを領

有して定住した。その結果、今日でもアイルランド人の間では、外来の住人の

ことをガルド、つまりガリア人の末裔、と呼ぶ習慣があるのだ。

ユードクサス 納得するよ。というのは、それらのガリア人はかつて我らがブ

リテン島の南海岸一帯を我が物としていたが、その一帯は今でもガリア人の古

い名を保っているからね。たとえば、サマセットシャー、ウィルトシャー、お

よびハンプシャーの一部のベルガエ、バークシャーのアトレバティ、サセック

スとサリーのレグニ、その他もろもろだ。ここまでのところをまとめると、君

の考えというのは、スキタイ人がアイルランド北部に、スペイン人（と呼ぶの

は、スペインから渡ってきた人々を、その素性は何であれスペイン人と呼んで

おくだけだが）はアイルランド西部に、そしてガリア人は南部に定住したとい
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35 Menapii族はアイルランド南東部のWicklowからWexfordにかけて居住していた。

ベルギーの北海海岸に居住した同名の族とも関係があるといわれている。Cauci族

は東部のKildareからDublinにかけて居住していた。Venti族は北西部のDonegal

に居住していたVennicnii族のことか。ブルターニュ半島に居住したVeneti族とは

別らしい。

36 ドン河の古名。

37 いずれもガリア人ではない。ゴート族、フン族に関しては注32参照。ジュート

族はサクソン族、アングル族とともに、北海沿岸のゲルマン系Ingaevones族が分

かれた一派である。

38 ベルギーとフランスのこと。
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うことだね。そうすると、あと残っているのはイングランドに面した東部とい

うことになるが、そこへはどこから人々がやってきたと君は考えているのか聞

きたいものだ。

アイリニーアス もちろん僕は他でもないブリトン人が来たと考えているよ。

ただし、後からサクソン人が、そして最後にはイングランド人39がやってきて、

先住民を追い出し、そこを我が物として住み着いたから、いまやその痕跡はほ

とんど残っていないけれど。それでも、レンスターのトゥール家、バーン家

（ブリン家）、キャヴィナ家その他の家系には、ブリトン人の記憶が幾分残って

いるのだ40。トゥール家は古いブリトンの語であるトールすなわち、丘の多い

地帯、にちなんでそう呼ばれ、ブリン家は森、という意味のブリトン語ブリン

から来ており、キャヴィナ家は強い、という意味の語カウンから来ているの

だ41。だから、これら三つの家柄には古のブリトン人の命名法がいまも残って

いるわけだ。そればかりではない、ある者が敵の追っ手を逃れて誰かの保護下

に入ろうとするとき、その者は「コメリック！」と叫ぶ。それはブリトン語で

「助けて！」という意味だが、それは、ブリトン人が彼らの言葉で、「コメロイ」
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39 1169年のノルマン系王朝による征服をさす。ノルマン人は1066年にアングロ・

サクソン人の支配下にあったイングランドを征服し、その1世紀後にアイルラン

ドをも支配下においた。スペンサーはあえて「ノルマン人」という言葉を用いず

「イングランド人」と呼ぶことにより、ノルマン系ではないテューダー家のエリザ

ベス朝イングランドによるアイルランド支配を正当化しようとしている。

40 RichardCreagh（?1525�85）のDeoriginelinguaeHibernicae『アイルランド語起

源論』にはブリトン語、ウェイルズ語起源のアイルランド語が多く収録され、これ

ら三家名も含まれる（Ware）

41 これらの家名の語源は不正確である。O・TooleはUaTuathailという戦士の名前

（ケルト語で穴の意）に起源する。ByrneはBrann・tという戦士の名に起源する。

またウェイルズ語でbrynは丘、の意。スペンサーは誤ってTooleにこの意味をあ

てている。Cavanaghは祖先のD・mhnallCaomhanach（温厚なドーブナル）に発す

る。
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と呼ばれているからなのだ42。さらに証拠を挙げるとすれば、ディオドロス・

シクロスとストラボンはアイルランドをブリタンニアと呼んでグレートブリテ

ンの一部だとしているのだ43。最後に、現存する確かな記録によれば、アーサー

王、そして彼の前にはガーガントがアイルランドを忠誠と服従の下に置いたと

いうことだ44。これ以外にも、前にも挙げたように地名、人名、その他の名詞

で［ブリトン人がアイルランドを征服したという］証拠になりそうなものをいくら

でも挙げようと思えば挙げられるが、この対話には長くなりすぎそうだから、

またの機会にとっておこう。

さて、ここまでで、アイルランド全土にどのような民族が、どのようなやり

かたで住み始めたのか、僕の考えるところを話したことになる。その後、サク

ソン人が続き、アイルランドを征服してわがものとしたのだ。というのは、ま

ずノーサンバランド王エグフリッドがアイルランドを完全に蹂躙して平定した

が、このことは、ベーダがエグフリッドに不満を述べていることからわかる45。
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42 『管見』当時、ブリトン人といえばウェイルズ人を指し、彼ら自身の言葉でウェ

イルズはCymru、ウェイルズ人はCymry、ウェイルズ語はCymric。

43 DiodorusにもStrabonにもこれにあたる記事はない。（V.）

44 スペンサーはGeoffreyofMonmouthのHistoriaRegumBritanniae（1136）に依拠

している。そこではAeneasの後裔Brutusに始まり、サクソン人による征服ののち

最後のブリトン人の王Cadwaladerがブルターニュへ追放されるまでが語られてい

る。Geoffreyの著作はArthur王伝説を十分に扱った最初の叙述であり、Arthurが

アイルランドを征服して自らの帝国の一部としたという、のちにしばしば反復され

る物語を含んでいる。（Hadfield）GurguntとArthurによるアイルランド征服譚は、

GiraldusCambrensisの ExpugnatioHibernicaを経由して Campion、Stanyhurst、

Holinshedといったエリザベス朝の歴史家にも引き継がれている。

45 Egfrid（位c.645�685）BedeのHistoriaecclesiasticagentisAnglorum『イングラン

ド教会史』（c.731）のChapter26（24）によれば、Ecgfrithは周辺諸国に侵略を繰

り返し、684年にはBerhtの指揮下に軍をアイルランドに送った。Bedeはイング

ランドと友好的であったアイルランド人をBerhtの軍が壊滅的に蹂躙したこと、そ

の罪への神罰として、その後のEcgfrithのピクト人への攻撃の結果王国が弱体化し

たことを批判的に述べている。
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その後エドガー王46がアイルランドを服従させたが、このことは古い記録から

わかる。そこにはエドガーがノルウェーにまで到る北の島々を全て平定し、そ

の支配下に収めた、と書かれてある47。

ユードクサス この祖先の解明は聞いていて実に楽しいものだし、発想のうま

さに読書知識が加わっているという感じがする。聞いていて、旅をして外国の

国民に接する経験が、それをよき目的に用いようとする人にとっていかに有益

であるか、わかったよ。また、こんな古代の事柄が、アイルランド人について

証明できるなんて思いもよらなかったし、そのことゆえに、もっと君の見聞を

聞きたい気にさせられる。それは君があのアイルランドで仕入れてきたもので、

この本の前半で、展開すると約束したことだよね。それに、このように民族ど

うしを混ぜ合わせることで、世界の中で、最も離れたところに住む民族に、遠

いところの領土を求めようという気にさせ、それによって、彼らの荒廃した居

住地を回復するとともに、神ご自身を異教徒にも知らしめる、そこには（先ほ

ど君が言ったように）全能の神の驚異的な摂理と配慮があるように思われる48。

しかし、聞きたいのだが、まず最初に君がスコット人だというところのスキ

タイ人、次にスペイン人、そしてガリア人、ブリトン人、サクソン人以外に、

アイルランドの島全般を使用したケースはないのだろうか。

アイリニーアス その通り、もう一つあったのだよ。それが最後で最大のもの

で、イングランド人によるものなのだ49。ストロングボウ伯50が彼の地を征服
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46 Edgar/EadgarI（c.943or944�75 在位959�75）・ThePeaceable・の仇名を持つイ

ングランド王。

47 Holinshed,Chronicles,VI,xxiii.

48 この発言におけるユードクサスは、これまでのアイリーニアスの話に感想を述べ

ることで区切りをつけ、次の話題へ移るための、司会者のような役割である。発言

の最後においてユードクサスは植民地主義を神の名のもとに肯定している。

49 ここからイングランド人によるアイルランド支配の正当化が始まる。注39参照。

50 RicharddeClare（1130�76）Suffolkを出自とする貴族の当主。第2代Pembroke�
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し、それを当時の英王ヘンリー二世の手にゆだね、王は多数のジェントルマン

たちやその他の好戦的な人々を送り込み、彼らにアイルランドを分け与え、そ

こに強力な植民地を作り上げた。以来、この植民地はアイルランド人たちのい

かなる狡猾な策略をもってしても根絶させられることもなく、いまも一つの強

力な民族であり続け、その大半はイングランド性を保っている。

ユードクサス 彼らの大半がイングランド性を保っている、とはどういうこと

なんだ？ なぜ？ かつてイングランド人であったものは、ずっとイングラン

ド人ではないのか？

アイリニーアス いや、というのは彼らの一部は堕落してほとんど純粋のアイ

ルランド人と変わらなくなっていて、アイルランド人以上にイングランド人に

対して悪意を持っているのだ51。

ユードクサス なんということだ。イングランド人が、イングランドの与える

これほど甘美な文明状態の中で育てられながら、あの野蛮な未開状態に好意を

持ち、自らの出自も忘れて母国を見捨てるなんて、ありうることだろうか？

どうしてこんなことになるのか、いや、言ってくれ、その原因は何なのだ？

アイリニーアス 確かに、あの国に最初に敷かれた悪しき法令と制度のせいに

他ならない。しかし、ここはそのことについて語るふさわしい場ではない。そ

れを語り始めたらそれがきっかけとなって、長い話の材料を提供することにな

り、今扱おうとしていること、すなわち、アイルランドの慣習における悪弊か

らそれてしまうことになりかねないからね。

ユードクサス なるほどアイリニーアス、君は自分が最初にもくろんだ計画を

よく覚えている。それにしたって、（僕には思えるんだが）君だってアイルラ
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�伯。1170年にアイルランドを攻撃、各地を征服したが、それをHenry2世に献上

した。

51 12世紀以来アイルランドに土地を与えられたイングランド貴族が土着化してい

くことを、イングランド政府はdegeneration（堕落）と呼んで阻止の試みを続けて

きた。
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ンドに最初に居住した人々の話を長々としたりして、当初の目的からずいぶん

それているじゃないか。

アイリニーアス いや実に重大な関わりがあるのだ。というのは、これまでの

話の流れによく気をつけていればわかるはずなんだが、それは、現在アイルラ

ンドに存在している慣習、その一部はまったく奇妙でほとんど異教的なんだが、

それらの慣習がどのようにしてアイルランドに持ち込まれたのかを示すためだっ

たんだ。それらの慣習は、さっき言ったようにアイルランドに最初に居住した

種々の民族によって持ち込まれたのだ。というのは、風俗、慣習の違いは、民

族や人種の違いに起因するものだから。さっきも言ったように、ここに定住し

た民族は特に三つ、すなわち、まずスキタイ人、それからガリア人、最後にイ

ングランド人だ。とはいってもかの地に足場を固めた民族は［他にも］いくつ

かあって、それに由来する大きな家系や氏族が今でも残っていることは僕も知

らないわけではない。それらの人々については、今後適宜触れていくことにし

たい。

ユードクサス アイリニーアス、これで君はもとの話にうまく戻ったことにな

るね。もちろん、君は本来の話からそれたことは一度もないように見えるけど

ね。しかし古代の話も一段落したことだし、（もっとも僕としてはいくらでも

続けてもらいたいところだが）そういった民族によってアイルランドにもたら

された慣習や風俗にどんなものがあるのか、またそのうちで君が不都合と考え

るのはどれなのか、よかったら話を始めてもらいたい。

アイリニーアス それでは、さきほど民族を挙げたのと同じ順に慣習について

も話していこう。まずスキタイ人すなわちスコット人の風習から。その中で挙

げるとすれば、スキタイ人の間には牛を一年の大半ブーリー52で飼い、人間も
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52 Booly:TemporaryfoldorenclosureusedbytheIrishwhowanderedaboutwiththeir

herdsinsummer,acompanyofpeopleandtheircattlethuswanderingabout.Hence

Spenserhasboolingforthepractice.（OED）アイルランド人が夏期に家畜の群れを �
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そこに住むというものがある。すなわち、家畜を山や荒野で放牧し、家畜がそ

この草を食べ尽すとまた新しい土地へと移動する、というやりかただ。オラウ

ス・マグヌスとヨハンネス・ボヘムスを読めば分かるが53、これは明らかにス

キタイ人のやり方で、今でもタタール人やカスピア海周辺の民族の間では行わ

れている。彼らはその出自はスキタイ人で54、彼らの言い方では「群れをなし

て55暮らす」ことなんだが、それがアイルランド人のブーリーと全く同じこと

で、牛の群れを遊牧しつつ、自分たちはただミルクと乳製品のみを食べて生き

ている。

64

�遊牧するときに用いる仮ごしらえの囲い、転じてこのようにして遊牧する人々を指

す。

53 OlausMagnus（1490�1558）はスウェーデンの聖職者。そのHistoriadeGentibus

Septentrionalibus『北方民族文化誌』（1555）22巻は中世北欧の伝承・生活文化・自

然などを解説し、スカンディナヴィアの風土への関心を惹きつけた。1565年には

イタリア語、1567年にはドイツ語に翻訳されたが、英語への翻訳は1658年である。

OlausMagnusにはスキタイ人への言及はないが、そのゴート族に関する記述をス

ペンサーはスキタイ人のものと解しているようである。JohannesBohemus（1485�

1533/35）は ドイツの人文学者であり、その Mores,legesetritusomniumgentium

『諸国民の慣習、法、儀礼』（1520）により、最初の文化人類学者とも見なされて

いる。同書II、ixはスキタイ人を扱い、その野蛮性とともに遊牧生活が語られる。

54 JohannesBohemusは上掲書の序文で「今日タタール人と呼ばれるスキタイ人」

と書き、両者を結び付けている。

55 Wareでは・inheards・,Var.では・inHerdes・である。しかし、16世紀中ごろよ

り、中央アジアへの旅行者が増えるとともに、タタールの漂泊的集団をさすトルコ

語ordaに因むhordeの語が英語に現れ、スペンサーはこちらをも意識している可

能性がある。RichardEdenのDacadeoftheNewWorld（1555）,RichardHakluytのThe

PrincipallNavigations,Voiages,andDiscoveriesoftheEnglishNation（1589）所収の

AnthonyJenkinsonの1558�71の4度にわたるロシア旅行記にも、タタール人がホー

ドに分かれて暮らすことが述べられている。Horde:1.a.AtribeortroopofTartarof

kindredAsiaticnomads,dwellingintentsorwagons,andmigratingfromplacetoplace

forpasturage,orforwarorplunder.b.alsoappliedtoothernomadictribes（OED）.
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ユードクサス この慣習のどこが悪いというんだ？ だって、たしかに古いス

キタイ人の慣習だとしても、高い山々と草だらけの荒野がいっぱいあるこのア

イルランドの国土で、その草を食べていくことで、何千頭もの牛が養われ、そ

れが国全体の利益につながるとすれば、それは大いに有益なことではないか。

そのためには、君が言うようなブーリーを営んでいくより他に方法がないよう

に思われるがね。

アイリニーアス しかし、このブーリー遊牧の慣習によって、他方でアイルラ

ンドの国にさまざまの異常が起こってくるのだ。というのはまず、誰か盗みや

略奪で暮らす無法者、あるいは住所不定者がいると（アイルランドにはこうい

う連中が常にいるわけだが）、やつらは必ずこういう荒地にあるブーリーにば

かり救助され、安堵を得る。もしブーリーがなければやつらはすぐに飢餓に追

い込まれるか、救いを求めて町に下りてくるはずで、そうなれば何らかの方法

でやつらをただちに逮捕することができるだろう。そればかりじゃない、やつ

らが盗んだ牛をこういう荒地にあるこれらのブーリーに持ってくると、ブーリー

では二つ返事でそれを受け入れ、そうやって盗人は法の脅威や、やつらを見つ

ける役人から守られる、という寸法だ。それに加えて、こういうブーリーにそ

ういうふうに暮らす連中は、町に住んでいるよりも野蛮になり、放縦な暮らし

をするようになる。そして、自分の思うままの生き方をし、やりたい放題に悪

さや無頼を働くが、それはアイルランド政府に敵対して徒党を組むか、彼らが

悪意を抱く個人を相手に、物品を盗んだり、命を奪ったりするか、いずれかな

のだ。というのも、連中はブーリーの中では半ば法や服従義務の適用を受けな

いと考えて、いったん自由の味を知ると、軛からはずされて長い牛のように、

規則の下に戻ることを恨んだり不平を言ったりするのだ。

ユードクサス アイリニーアス、君の話を聞いているとこのブーリーの慣習に

は、草を食むことの利点よりも、弊害のほうが多い、だから改革したほうがい

いということがわかった。しかし、いずれ時が来て改革されるだろう。では次

の悪習へと進んでくれ。
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アイリニーアス アイルランド人がスキタイ人から受け継いでいる慣習のもう

一つは、マントを着用し、グリブを長くすることだ。グリブ56というのは、も

じゃもじゃのカールした髪の毛を目にかかるほど垂らして、それで正体を隠す

ものだが、マントもグリブもどちらも非常に悪質で有害だ。

ユードクサス マントはスキタイ人からきていると思うのか？ 僕はちがうと

思うね。というのは、僕が読んだ本によれば、世界中の民族の大半は、古代に

はマントを着用していたらしいから。というのは、エリヤのマント57のことを

読めば分かるが、ユダヤ人はマントを着用していた。ディオドロスを読めば、

カルデア人もマントを用いていたことがわかる58。エジプト人がマントを着て

いたことも、ヘロドトスを読めば分かるし59、カリマコスへのギリシア語注釈

の中のベレニケの描写60を読めば推測できる。そのギリシャ人だって、星を裏

66

56 1537年、Henry8世時代の法令28条に、「何人もグリブと呼ばれる形に頭髪を長

く伸ばしてはならない」と定められている。（V.）

57 列王記上19章13節、列王記下2章8節、 2章13�14節。

58 カルデアは新バビロニア王国（656�538BC）のあった地。Diodorus、Bibliotheca

Historica,Lib.IIにはアッシリアの伝説的な王妃Semiramisが考案したマントにつ

いて次のような記述がある。「それをまとっていると男か女か見わけがつかないよ

うにした。この服装は炎熱のなかでの行旅の間中、肌を焼かずに容色を保ち、また、

何でも思うように振る舞うのに役立った。……総じてこの服装は非常な人気を得た

あまり、後世メディア族がアジアの覇者となった時、族民はセミラミスの服装を身

にまとい、その後ペルシア民もおなじように装ったほどであった。」（飯尾都人訳）

59 Herodotus（c490�c425BC）ギリシャの歴史家。ペルシャ戦争（492�446BC）を

扱ったHistories『歴史』9巻の著者。Ciceroなどにより「歴史の父」と呼ばれる。

エジプト人の着衣については『歴史』第2巻Euterpe36�37章、および81章に記

述があるが、「マント」と言明されてはいない。

60 Callimachus（c310�240BC）はギリシャの詩人、学者。Ptolemaios2世の依頼で

アレクサンドリア図書館の蔵書目録120巻を編んだ。その詩の一篇は、BereniceII

（前3世紀のキレナイカ王の娘でPlolemaios3世の后）が王のシリア出征時に髪の

毛を神々に捧げて王の無事を祈ったという故事を唄っている。Catullusのラテン語

訳（66）で後世に知られる。ここにはマントへの言及はない。
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地につけたヴィーナスのマント61に見られるように、古代にはマントを着てい

た。もっとも、後世にはギリシャ人はその形をアイルランド人も用いるパッリ

アと呼ばれる長衣に変えたけれど。古代のラティウム人やローマ人もマントを

着ていた。それは偉大な古典作家ヴァージルの作品に出ているよ。「エウアン

ダーはアエネアスが祝宴にやってきたとき、地面に座り、マントに横になって

彼をもてなし、馳走した」とね。

彼ラハ大地ニまんとヲ広ゲタ62

とはっきりとマントという意味でマンティリアという単語を使っているぐらい

だ。だから、マント着用は大概の民族に共通の習慣であって、君がいうような

スキタイ人特有のものではないと思える。

アイリニーアス マントが古代にはたいていの民族に共通であって、その後使

われなくなって慣習は廃れただけであることは否定できない。しかし、ローマ

帝国の衰亡以来、最近の世界になって、マントが北方民族によって復活され持

ち込まれたのだ。彼らは寒い洞窟や凍るような住居から勃興してヨーロッパの

温暖な大地にやってきたときに、故郷で着慣れていた衣服が寒さや不断の霜か

ら身を守るのに適しているために、そのまま持ち込んだ、そして、それをいま

だに捨てていない。なぜなら、彼らは自分たちが侵略した国々としょっちゅう

戦争をしており、常にある場所から次の場所へと移動し、このマントをいつも

携帯して、家として、寝床として、そして衣類として用いてきた。そしてつい
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61 4－5世紀のNonnos,Dionysiaca,II,165�66;XVIII,160�61に見られるように、ギ

リシア神話で星をちりばめたマントを身につけているのはNyx（夜）である。

62 Virgil,AeneidにはEuanderがAeneasをもてなす場面があるが、そこでは大地の

上に敷かれるのはマントではなくライオンの毛皮（lib.8,l.177）またはリビアの熊

の毛皮（lib.8,l.368）である。Didoによるもてなしの場面では、mantiliaの語が見

えるが（lib.1,l.702）、これはナプキンの意味である。
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にアイルランドへ到達すると、そこでマントのさらなる特殊な使用法を見出し

たのだ。アイルランドの荒涼とした冷たい気候のために、マントはアイルラン

ド全体で使用されるようになり、今にいたっているというわけだ。スキタイ人

のあとにガリア人がやってきて、同様の必要に迫られ、彼らも同様にマントを

受け継いで使うようになった。

ユードクサス ということは君の話どおり、家や寝床のかわり、そして衣類と

して用いられるほどマントが必要かつ有用であるなら、それほど必要とされる

ものを廃止させようというのはどういう理由があるのだ？

アイリニーアス 利は不利を相殺するものではないということだ。というのは、

マントの着用によって生ずる不都合は［益よりも］はるかに多いからだ。とい

うのは、マントは無法者にはぴったりの家、反逆者には都合のよい寝床、そし

て泥棒にうってつけの外套だからだ。第一に無法者、これは数々の罪や悪事の

ゆえに町や正義の人々の家から追放され、法の脅威を避けて荒野をさ迷うやつ

だが、そいつはそのマントを家とし、その下に隠れて天の怒りを、地の立腹を、

そして人の目を避けるのだ。それは雨が降れば差し掛け屋根、風が吹けば天幕、

凍る寒さには幕屋となる。夏にはゆったりとはおり、冬にはきつく巻きつける。

こうして年中着ることができて重からず、邪魔にならず、だ。反逆者にもマン

トは同様に役に立つ。というのは、やつがしかける戦争（それが戦争と呼ぶに

値するほどのものであれば、だが）において、常に敵から逃走し、深い森や隘

路に潜んで好機を待つ間、マントはやつの寝床となる、いやそればかりかほと

んど家具となるといってもいい。というのは、森が彼にとって全天候向きの家、

そしてマントは眠るための寝床だからだ。マントで身体をぐるりと巻けば、万

全の蚋
ブユ

対策となる。アイルランドの蚋は、反逆者が裸体で森にいると彼らを悩

ませ、ひどく傷つけるが、その威力たるや、めったに彼らに近づくことのない

敵の剣や槍以上のものなのだ。そうだ、彼らのマントは、彼らが追い詰められ

たときには、しばしば、円形盾の代わりに左の腕に巻きつけて用いられること

もある。というのは、マントは剣で刺しにくく、運ぶのに軽く、投げ捨てるの

68
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に軽く、（彼らはたいていそうなのだが）裸体のアイルランド人にとって、そ

れが万能の道具なのだ。最後に、盗人にとって、マントは実に扱いやすいもの

なので、ひょっとするともともと彼らのためにマントが発明されたのではない

か、と思いたくなるぐらいだ。というのは、盗人はまんまと手に入れた手ごろ

な略奪品をマントに隠して運ぶことができるし、略奪に出かけて夜に戸外で過

ごすとき、マントは盗人の最高にして最も信用できる味方となるのだ。という

のは、彼らがよくやるように、獲物を待ち構えながら二晩、三晩と戸外で過ご

すとき、彼らは都合よく事が運ぶまでの間マントで茂みや土手の脇に身を隠し

ておく。そして仕事が終わると、彼はマントを身に纏い、頭に深いフードをか

ぶることでやばい相手には知られることなしに、どこの町でも集まりでも通行

できるわけだ。そればかりか、盗人も、その他悪さや悪事を企んでいる誰でも、

このマントの下に誰にも疑われずに密かに武装することができ、兜、短剣63、

好みによってはピストルを常時使える状態で携行できる。

このようにマントは悪漢にとって必要かつ好都合なものであるが、確かに不

埒な女にとってもマントはそれに劣らず都合のよいものだ。というのは、女た

ちの中にはゲール語でモナシュール64と呼ばれる放浪する連中もいて、マント

をたんす代わりに使っている。というのは、夏には彼女たちは、ふしだらな奉

仕がすぐにできるよう、たいてい下着とマントしか身に着けない。冬季や、仕

事中はマントは彼女の外套かつ安全装置であり、また彼女の淫行を隠す覆いと

もなる。彼女が器を満たした後は、マントの下にその重荷も罪も隠すことがで

きる。そうだ、そして父なし子が生まれると、マントが赤子をくるむ産着の代

りになるのだ。一方、仕事など殆どしたがらないその他の善良な女たちにとっ

69

63 skean＜Gael.sgian=knifeアイルランド、スコットランドで用いられた両刃の

短剣

64 Mona-shulの正しい綴りはゲール語mn・siubhail。mn・はbean（＝woman）の複

数形。beant-siubhailはavagrantwomanの意。（V.）
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て、マントはごろ寝や日向でのシラミ取りに重宝なことは、アイルランドにほ

んの短期しかいない人にだって、すぐに見て取れる。だからよき主婦の立ち居

振る舞いに、また望ましいやりかたで家事に勤しむのにはマントが適さない、

と君だってぜったい思うだろう。以上がマントを全面的に禁じる65のが適切だ

と僕が考える理由としての弊害の一部だ。

ユードクサス マントの効用をそんなに色々並べ立てておいて、それの廃止を

願うとは、何と意地悪なやつだ！ ディオゲネス66の皿は、皿、盃、帽子、秤、

水差し、とその持ち主にさまざまに役立ったが、マントはアイルランド人にとっ

てそれよりはるかに多くの用途があると思うよ。しかしそれらは悪しき意図に

供するためだとすれば、君の味方をして廃止するのがよいことにしておこう。

しかし、グリブにはどんな害があるのか？ 言っておくが、我らイングランド

人も髪をものすごく伸ばすのが一般の流行で、中にはアイルランド人の一番長

いグリブよりも長い人もあるのだから、あんまり性急にグリブをけなして自ら

に非難をあびないように気をつけてくれ。

アイリニーアス いわれのない反感からくる非難など恐れるものか。しかし、

アイルランド人のグリブに関しては、盗人にとってマントと同じぐらい恰好の

マスクとなるのだ。というのは、盗人が法の網にかかりそうになるといつも、

正体が知られないようにグリブをすっかり切り落として別人のようになるか、

逆にグリブを目も覆うほど下までひっぱって、その盗人まるだしの顔を見破る

のを難しくするのだ。だから、グリブもマントと一括りにするのにふさわしい

のだ。

70

65 Henry8世による法令第28条は、アイルランド人に対し、必要と認められる以

外のマント着用を禁じている。（V.）

66 Diogenes（c.400�325BC）はAntisthenesの影響を受けたギリシアの哲学者。樽

に住み、幸福についての一般人の発想を逆転させ、物を持たずに自然状態で生きる

ことを是とした（それで犬と呼ばれ、犬儒派cynicの語が生まれた）挿話が多い。
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ユードクサス これら三つのスキタイ由来の悪習は、厳罰をもって除去するの

がふさわしいと思う。それにしても、アイルランド人のために考案された規定

や命令があんなに数多くあるにもかかわらず、なぜそれらはこんなに長い間保

たれてきたのだろう。

アイリニーアス これからそのわけを話そうとしていたんだ。しかし、まずス

キタイ由来の慣習について話を進めさせてくれ。次に話しておきたいのは、争

いやその他の騒ぎになると叫び声を挙げるやりかただ。ディオドロス・シクロ

スやヘロドトスにも見えるが、いかにもスキタイらしい67。二人はスキタイ人

とパルティア人68が戦闘で突撃するその様子を書き記している。そこでは、彼

らが天地が一つになったかのような恐ろしい叫び声・鬨の声を挙げながら突進

してくる、と書かれているが69、それはまさに、アイルランド人のカーン（軽

装歩兵）が敵と交戦するときにあげる吶喊70のイメージそのものだ。それに、

ヘロドトスはまた、たとえば、キュロスにはむかうトミュリスのように、パル

ティア人が、戦闘中に自軍の族長や将軍や、ときには過去の偉大な王たちの名

に訴える慣習があったとも書いている71。この慣習も、今日アイルランド人の

間にはっきりと認められる。というのは、アイルランド人は戦闘に加わるとき、

同じように族長の名前や、先祖の言葉を叫ぶからだ。オニール麾下の兵たちは

71

67 DiodorusにもHerodotusにも記述は見当たらない。（V.）

68 Parthiaは現在のイラン北東部、カスピ海の南東にあった古王国（248BC�226AD）。

ササン朝ペルシア人により滅ぼされた。

69 Herodotusにパルティア人への言及はない。スキタイ人については第4巻に書か

れているが、鬨の声についての言及はない。

70 hubbubアイルランド語のab・（鬨の声）、スコットランド語のubub（軽蔑の声）

に由来する。

71 マッサゲタイの女王Tomyrisとアケメネス朝ペルシアの建国者Cyrus2世との戦

争はHerodotusのHistories第1巻の最後に語られるが、そこにはこのような記述

はない。しかし、Herodotusはマッサゲタイ人の服装や生活様式とスキタイ人のそ

れとの類似を指摘しており、スペンサーに影響を与えているかもしれない。
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「ローンダーグ・アボ」と叫ぶが、それは「血まみれの手」という意味でオニー

ルの旗印なのだ72。オブライエン麾下の兵は「ローン・レイダー」と叫ぶがそ

れは「強い手」という意味だ73。そしてそれに習って、そのあたりに残ってい

るオールド・イングリッシュ74たちまでが、「クロム・アボ」とか「バトラー・

アボ」などとスキタイ人のような鬨の声を挙げるようになっている75。そして、

アイルランド人がスキタイ人、すなわちスコット人であることの明らかな証拠

がある。というのは、敵と交戦するときに必ず、共通の一語、すなわち「フェ

ラー、フェラー」を用いて叫ぶのだ。それはスコットランド語であり、スコッ

トランドのごく初期の王の一人でピクト人と戦ったフェラガス、あるいはファー

ガス76の名前に因んでいる。この故事はビュキャナンの『スコットランド史』

に見られる77。しかし、他の作家が書いているように、実はそれよりずっと以

前の話でファーガスとは、その名のもとに集ってアフリカ人と戦った彼らの族

長の名前なのだ。その名が彼らにとって大変幸運であったので、それ以来ずっ

と戦闘においてその名を呼び続けてきたというわけなのだ。

72

72 ゲール語でl・mh（hand）＋dhearg（bloody）＋ab・（warcry）。「血まみれの手」は

伝統的なアルスターの象徴である。（Hadfield）

73 ゲール語でl・mh（hand）＋l・idir（strong）

74 OldEnglishは、12世紀以来アイルランドに土地を保有して定着したイングラン

ド貴族の子孫でカトリックが多く、エリザベス朝の植民政策にともなってアイルラ

ンドに渡ったNewEnglish（プロテスタントが多い）と区別される。

75 Cromaboは Crom城を持っていたキルデア伯 Fitzgeraldの鬨の声であった。

Henry7世の法令10条に、CromaboとButleraboの語の使用の禁止が謳われている。

（V.）

76 5世紀にFergusmacErcaがゲール人を率いてアイルランドからスコットランド

に渡ったと伝えられている。Fergusはゲール語で・manvigour・の意。fear＝man

gus＝courage,spirit

77 Buchanan,RerumScoticarumhistoria,lib.4,fol.33.では、Fergusはピクト人と戦っ

たのではなく、ピクト人とともにブリトン人と戦ったことになっている。（V.）続

く「他の作家」が誰を指すのかは不明。
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ユードクサス アイリニーアス、本気で言うんだが、君の話はまったくよく出

来ていて面白い。誰かさんの見当違いな考えよりずっとね。その人は（たしか）

同じフェラーという単語について、愚鈍な推測をしていて、まあ言ってしまう

とスタニハースト氏78のことなんだが、彼は自分がアイルランドの生まれだも

のだから、こういったことの秘密をより詳しく調べられはずなのに、（俗にい

う）はるか星の距離ほども真実から遠ざかっているのだ。というのは、彼はこ

のフェラーの語に基づいて、アイルランド人はファラオの娘のスコタという人

物に率いられてその島にやってきたエジプト人の子孫で、だからアイルランド

人は戦闘時に必ずファラオの名を呼んでフェラー、フェラーというのだ、など

とひどく粗雑な想像をめぐらせている。弓手でひどく見当違いに矢を射て、的

から遠くそれている。というのは、こんな愚かな話をいったいどんな古典の典

拠からととってきたのか聞いてみたいものだ。そして、もし（彼のことだから

きっとそうだが）野蛮なアイルランド語の本を持っているというのなら、彼ほ

どの学のある人物なら、でたらめな迷信に軽々に惑わされて自分自身の理性の

承認からはずれるべきではないと思う。というのは、スコタがエジプト語らし

い、などというところにいったいいかなる学識ある判断のかけらがあるのか、

学のある人なら判断してみるがいい。しかし、スタニハーストのいうスコタは、

ギリシャ語の「スコトス」79、つまり暗闇という語から来ていて、それで彼は

真実の光が見えないのさ80。

73

78 RichardStanyhurst（1547�1618）はダブリンのプロテスタントの生まれの錬金術

家、翻訳家、詩人、歴史家。HolinshedのChronicles（1577）に、・TheDescriptionof

Ireland・と・HistoryofIrelandunderHenryVIII・を寄稿、のちに、BarnabeRichの

NewDescriptionofIreland『新編アイルランド誌』（1610）の中で批判される。オラ

ンダに滞在中カトリックに改宗し、DerebusinHiberniagestis『アイルランド事蹟』

（1584）も著述した。

79 ・・・・・・:darkness

80 ユードクサスはStanyhurstの歴史知識をこき下ろすことでOldEnglishを攻撃し �
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アイリニーアス スタニハースト氏が暗闇でどれほど目が利くか、ユードクサ

ス、君は知らないな81。彼の視力はフクロウか猫の目級らしい。しかし、彼が

もっと重要なことに関しては光さえよく見えていないことは僕もよく知ってい

る82。とはいえ、「フェラー」に関しては、僕の推測を述べただけだ。現代で

もアイルランドに（とくに北部に）フェラーという名で呼ばれるアイルランド

人が大勢住んでいるらしいが、それを証明するには材料をもっと集めなければ

ならない。まあそれはそれとして、とにかく「フェラー」の語がアイルランド

全体で吶喊に使われるのだから、その他の鬨の声とともに禁じるべきだという

ことを述べて、終わることにしよう。というのは、吶喊はアイルランドの族長

への愛着を示すものだから、僕はこの場で特に声を大にして打破したいわけだ。

アイルランド人の間で使われるその他の叫び声にも、スキタイ人的な野蛮さ

の響きの強いものがある。たとえば、埋葬のときの嘆きの表現83は、絶望に満

ちた叫びと過剰な泣き声で、スタニハースト氏ならまた、これをアイルランド

人のルーツはエジプト人だという証拠に使いそうだ。なぜなら、聖書にエジプ

ト人はヨセフの死をそのように悼んだとあるから。スペイン人が限りなくよく

似たやり方で死者を悼むため、この慣習をスペイン起源だと考える人もある。

でも、この慣習はもともとスペインのものではなくて完全に異教的なものであっ

て、スキタイ人かアフリカ人であるムーア人が最初にスペインに持ち込み、そ

の後長くスペインをとらえたのだ。というのは、異教徒や邪教徒は皆、救済を

信じて希望を持つということがなかったため、死者のことを過度に嘆くものだ

74

�ている。スコット人の起源が謎であること（obscurity）をギリシア語の・・・・・・に

関連づけることへの非難がCamdenのBtitanniap.34に見られる。

81 ここでアイリニーアスがStanyhurstの視力に言及するのが何を指しているのか、

不明。

82 「もっと重要なこと」は宗教のこと。（V.）

83 caoine（死者を悼む悲嘆の歌）の慣習に触れているが、OEDはこれが英語に

keen,keeningとして現れるのは19世紀になってからとしている。
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から。そしてこの悪しき慣習は、ディオドロス・シクロスによればスキタイ人

のもので84、また、年代記に見られるように今日でも北方スコットランド人の

間で行われているのだ。

ユードクサス たしかにこれもまた悪しき慣習だが、宗教における悪弊ほどに

は社会の改革に関係ないな。

アイリニーアス 僕がその話をしたのは、改革にもっとも値する悪弊の一つと

思ったからじゃない。アイルランド人の叫び声の話になったから、こういう野

蛮な叫び声や泣き声は未開でスキタイ的なものとして認められていいんじゃな

いかと思っただけだ。というのも、ほかに書き物として残っているものがない

以上、こういった古い慣習やその他の推定できる事情からしか、民族の血統は

証明できないからね。

ユードクサス それでは、（是非）君の話の中でアイルランドの古い慣習に関

係することが出てきたら、遠慮なく大胆にそれらに触れてくれ。それらは古い

というだけで聴いていてとても面白く楽しいし、また文明化に大いに裨益し助

けになるから。

75

84 Diodorusにこの記述はない。（V.）
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